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概　要

　尻別川は北海道南西部に位置し、その源を支笏湖とフレ岳に発し、羊蹄
山とニセコ山系を貫流し日本海に注ぐ流路延長126km、流域面積1,640km2
計画高水流量3,200m3/s（河口）の一級河川。また当河川はカワヤツメ、アユ、
サクラマス、サケ等の遡上河川でもある。









　



















尻別川河口の現状と問題点

尻別川河口域で、冬期に北西の季節風による波
浪とそれによる沿岸漂砂、渇水による河口閉塞が
発生

尻別川河口域の抱える問題

　① 水位上昇に伴う内水氾濫及び堤防への負荷の
増大

　② 川幅と開口位置が不安定なため、漁船の出入り
に支障をきたしている

　③ 遡河性魚類の遡上への影響

　　　　



研究の目的

尻別川最良の河口処理を検討するため、河口域の砂州
特性及び周辺海域の水理特性を把握する必要があり、
本研究はこうした特性を明らかにして、尻別川河口域計
画の策定に対する基礎資料とするものである。　

(1)土砂流出特性の検討
(2)海域の土砂流出特性の検討
(3)河口砂州と河口水位特性の検討

河道・海域の対策工を含むシミュレーションモデル
への境界条件提供



（１）　尻別川の土砂流出特性の検討
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尻別川低水路幅変化図
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河積変動量　1973～1995
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年別浚渫土量
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過去22年間で約200万m3の浚渫(1973～1995, Kp0～24)



浚渫土砂量　1973～1995
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土砂収支（変動量＋浚渫量） 1973～1995
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１次元河床変動モデル
（浮遊砂・掃流砂を含む混合粒径モデル）
の尻別川への適用と土砂流出量の推定



基礎式

• １次元不等流の式
• 粒径別掃流砂・浮遊砂量式

– 掃流砂量式：芦田・道上の式
– 浮遊砂量式：板倉・岸の式

• 粒径別濃度連続式
• 粒径別流砂量連続式および全流砂の連続式



1次元不等流
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掃流砂量式（芦田・道上の式）
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浮遊砂量式（板倉・岸の式）
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粒径別浮遊砂濃度の連続式
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粒径別流砂の連続式
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全流砂の連続式
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計算条件

• 上流端での流砂の動的平衡状態
　その場の掃流力から計算される流砂量を与える

• 支川からの流入は考慮しない
　計算する河道の延長距離が24kmと比較的短いため、流量分布は
河口から上流端まで一定とした

• 下流端水位は河口水位の実測値
• 下流端の流砂量は自由流出条件
• 計算期間は1973～1995年の22年間
• 日流量を用いた計算



平均河床高（1973年の実測値と近似式）
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低水路幅（1973年の実測値と近似式）
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計算条件および計算手法

• 計算の初期河床高

• 計算上の河幅（低水路幅）

5.1159370exp286140 −= Kp).(.η

(km):
(m):

河口からの距離　

平均河床高の標高
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計算条件および計算手法

• 流量・水位
– 1974年～1995年の実測データ（日流量・日平均水位）
を逐次与えて計算を行った

• 計算区間・時間・断面数
– 計算区間は河口から24kmの区間
– 計算時間は22年間
– 計算断面数は121断面、断面間距離は200mである



計算に用いた流量
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計算に用いた河口水位
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河床材料（土砂の粒径区分　単位：mm）

7.55.0 ~ 10.07
15.010.0 ~ 20.08

3.752.5 ~ 5.06
1.851.2 ~ 2.55
0.90.6 ~ 1.24
0.450.3 ~ 0.63

0.2250.15 ~ 0.32
0.10.05 ~ 0.151
代表粒径粒度範囲番号

125.0100.0 ~ 150.015
90.080.0 ~ 100.014
70.060.0 ~ 80.013
55.050.0 ~ 60.012
45.040.0 ~ 50.011
35.030.0 ~ 40.010
25.020.0 ~ 30.09
代表粒径粒度範囲番号



初期河床材料粒度分布（1972年実測値）
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計算結果・河床高

0 5 10 15 20

0

5

10

河口からの距離 (km)

平
均
河
床
高

 (m
)

  0year
10year
22year

実測値 (1995)



0 5 10 15 20-5

0

5

10

河口からの距離(km)

平
均
河
床
高(m

)

初期河床

計算結果＋浚渫量

1995年実測値

計算結果に浚渫量を加算する



計算結果による
河口からの年間総流出土砂量
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土砂流出特性のまとめ

・過去２２年間流量を用いた河床変動計算の結果、
KP15より上流は河床低下、下流は堆積の結果が得られ
た。

・上流の侵食の度合いは実測データとよく一致しており、
下流部の堆積も、実績の浚渫土量を考慮することにより、
現実に一致した結果が得られた。

・計算結果によれば、尻別川の河口から海域に流出する
土砂量は年平均で、10万m3程度、出水のあった年では
20～25万m3程度と推定される。

・その大部分は粒径0.2mm以下の細粒成分である。



(2) 海域への土砂流出特性の検討
流出土砂の粒径別割合
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濁 度 (S t .1 )
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ST1での流動と漂の観測結果

2001年2月2日には観測期間最大の有義波高5ｍ

水深30ｍと深い地点にも
かかわらず、10ｃｍ程度侵食されています

この海域の底質が0.2ｍｍ～0.4ｍｍ程度と
粗いためここで示

した同時期のカオリン換算の濁度は小さ
いが水深10ｍの地点の２／３程度の値を
しめしており、

水深３０ｍの地点でも強い砂移動が発生
していることわかります。
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図－9　尻別川河口前面の変化土砂量
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３．尻別川河口地形・水理特性に対する導流堤の効果

（１）導流堤建設による河口地形の変化

導流堤建設前の河口砂州（1/2）

(a) 1996年1月11日

　(b) 1996年2月13日

（c）1996年4月12日



導流堤建設前の河口砂州（2/2）

（d）1996年5月15日

（e）1996年7月16日

（f）1996年8月20日

（g）1996年11月8日

（h）1996年12月10日



1991年から1998までの砂州長さの変化
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・融雪出水による砂州フラッシュ

・秋季・冬季の砂州伸長



導流堤建設

工事開始

1999年7月27日

1999年8月30日

199910月21日
竣工



導流堤建設後の河口砂州

(a) 2000年1月15日

(b) 2000年3月19日

(c) 2000年7月14日

(d) 2000年10月13日



（２）水位変動特性
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(水位上昇量)/(波高)の変化
　　　　　　　　　　　導流堤建設前・建設後

0

0.05

0.1

0.15

∆
η

/H
0

91    92    93    94    95    96    97    98    99     00

　　　建設前　　　　　

導流堤竣工後


	概　要
	
	尻別川河口の現状と問題点
	河積変動量　1973～1995
	浚渫土砂量　1973～1995
	土砂収支（変動量＋浚渫量） 1973～1995
	基礎式
	1次元不等流
	掃流砂量式（芦田・道上の式）
	浮遊砂量式（板倉・岸の式）
	粒径別浮遊砂濃度の連続式
	粒径別流砂の連続式
	全流砂の連続式
	計算条件
	平均河床高（1973年の実測値と近似式）
	低水路幅（1973年の実測値と近似式）
	計算条件および計算手法
	計算条件および計算手法
	計算に用いた流量
	計算に用いた河口水位
	河床材料（土砂の粒径区分　単位：mm）
	初期河床材料粒度分布（1972年実測値）
	計算結果・河床高
	計算結果による河口からの年間総流出土砂量
	計算結果・流出土砂量の粒径別割合
	土砂流出特性のまとめ
	1991年から1998までの砂州長さの変化

